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横浜市新墓園事業費会計の会計運営計画の素案について 

 

横浜市新墓園会計の会計運営計画について、令和６年度から令和９年度までの４年間を計画期

間とする次期計画の素案をまとめましたので、現行計画の振り返りとあわせて御報告します。 

 

１ 計画策定の趣旨 

施設やインフラなどの整備や改修等の投資を行う特別会計の運営にあたり、各会計が計画

的・効率的かつ安定的に事業に取り組むとともに、本市財政の健全化の推進や透明性の向上

にも寄与するよう会計運営計画を策定します。 

 ※本計画は、中期計画及び総務省が公営企業に策定を求めている「経営戦略」に位置付けら

れています。 

 

 【新墓園事業費会計の概要】 

  市民の皆様の墓地需要に対応するため、従来の墳墓地とは異なる新たな形態の市営墓地

（公園型墓園・納骨堂等）を横浜市墓地運営等基金※（以下「基金」という。）も活用するこ

とで、独立採算の考え方に基づき、特別会計により整備・運営します。 

 ※市営墓地の整備・運営に係る経費を将来にわたって確保するため、メモリアルグリーンの 

供用開始に伴い、平成18年度に設置。使用者からの使用料（使用開始時に徴収）及び管理 

料（主に毎年徴収）が基金の財源となっており、施設の修繕費等に充てることとしていま 

す。 

 

  ア 対象となる施設 

メモリアルグリーン（戸塚区）、日野こもれび納骨堂（港南区）、（仮称）舞岡墓園

（戸塚区：整備中） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 特別会計設置年度 

平成15年度（メモリアルグリーンの整備に伴い設置） 

 

 

健康福祉・医療委員会資料 

令 和 ６ 年 ３ 月 1 5 日 

健 康 福 祉 局 

メモリアルグリーン 日野こもれび納骨堂 
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２ 素案の概要 

(1) 経営の基本方針・事業目標 

ア 市営墓地の整備・運営に係る経費を将来にわたって確保するため、基金を有効に活用 

しつつ、施設ごとに長期収支計画を作成して整備費、指定管理費や修繕費などの維持 

管理費、長期的な大規模修繕費等全ての事業費を使用料（使用開始時に徴収）と管理 

料（主に毎年徴収）により運営していきます。 

イ 適切な使用料及び管理料の設定により、独立採算による運営を行っていきます。 

ウ 民間のノウハウを活用するなど、効率的な管理運営に努め、質の高いサービスを実現 

していきます。 

 

 (2) 投資・財政計画(収支計画) 

 

 

(3) 各施設の収支計画 

ア メモリアルグリーン・日野こもれび納骨堂 

  次期計画期間に新たな整備等の予定はありません。 

  引き続き使用料と管理料を主な歳入として指定管理費等に充て、残余は基金へ積み立

て将来の修繕費等に活用していきます。 

 

イ （仮称）舞岡墓園 

  引き続き市債を整備費に充て、令和８年度完成に向けて整備を進めます。 

  供用開始後は使用料と管理料を主な歳入として整備費の適切な市債償還を行います。 

また、指定管理費等に充て、指定管理者制度により民間のノウハウを活用した運営を 

行っていきます。 

 

 

施設名 区分

歳入 113 (11) 77 (10) 78 (11) 77 (10)

歳出 113 (35) 77 (0) 78 (0) 77 (0)

計 0 0 0 0

歳入 777 (0) 786 (0) 501 (0) 75 (10)

歳出 777 (618) 786 (628) 501 (313) 75 (0)

計 0 0 0 0

歳入 847 (3) 854 (3) 2,326 (4) 1,134 (3)

歳出 847 (0) 854 (0) 2,326 (1,165) 1,134 (988)

計 0 0 0 0

歳入 20 20 20 20

歳出 20 20 20 20

計 0 0 0 0

1,757 (14) 1,737 (13) 2,925 (15) 1,306 (23)

1,757 (653) 1,737 (628) 2,925 (1,478) 1,306 (988)

0 0 0 0

（　）は内数、歳入は基金繰入金、歳出は基金積立金

単位：百万円

収支

メモリアルグリーン

日野こもれび納骨堂

（仮称）舞岡墓園

予備費

歳出合計

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

歳入合計

収支計画（次期計画期間）
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(4) 事後検証、更新等に関する事項 

 施設の管理運営については指定管理者に対する第三者評価や指定管理者の選定による評 

価を行います。使用者募集については毎年の募集実績に基づき、次年度の募集数等の見直 

しを行います。 

 

３ 現行計画の振り返り 

(1) 事業目標に対する達成度 

 現行計画期間では、使用料や管理料の適切な徴収と基金の活用により独立採算による運営 

が実現しました。また、指定管理者制度の導入による民間のノウハウを活用した植栽管理等 

の効率的な管理運営や、銘板・供花の販売等のサービスの提供を実現しました。 

 

(2) 収支計画に対する振り返り  

現行計画期間では、歳入歳出を均衡させ、健全に事業を運営しました。使用料、管理料を 

主な歳入として指定管理費等に充て、残余は基金に積み立てました。日野こもれび納骨堂で 

は令和４年度に市債償還を終了し、５年度からは利用促進のため自動搬送式納骨施設での 

墓じまい不要の新プランを導入しました。(仮称)舞岡墓園では、市債を主な歳入として整備 

を進めました。令和４年度末時点の基金残高は、約 20億 5,600 万円です。 

 

    ※現行計画の振り返りは市ウェブサイトで公表しています。 

 

４ 策定スケジュール 

令和６年 ３月      常任委員会（素案） 

※議会基本条例に基づく議決事件に該当するか御判断いただく予定です。 

議決事件に該当する場合、第２回市会定例会に議案を提出します。 

 ４月      常任委員会（原案） 

     ５月      計画策定 

 

 

施設名 区分

歳入 66 (3) 66 (2) 71 (9) 112 (0)

歳出 66 (0.2) 66 (0.2) 71 (0.2) 112 (34)

計 0 0 0 0

歳入 603 (0) 567 (0) 525 (0) 782 (0)

歳出 603 (174) 567 (132) 525 (56) 782 (590)

計 0 0 0 0

歳入 512 (0.8) 530 (0.8) 650 (0.1) 404 (0.8)

歳出 512 (0) 530 (0) 650 (0) 404 (0)

計 0 0 0 0

1,181 (3.8) 1,163 (2.8) 1,246 (9.1) 1,298 (0.8)

1,181 (174.2) 1,163 (132.2) 1,246 (56.2) 1,298 (624)

0 0 0 0

歳出合計

収支

（　）は内数、歳入は基金繰入金、歳出は基金積立金

メモリアルグリーン

日野こもれび納骨堂

（仮称）舞岡墓園

歳入合計

単位：百万円

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
（R5.12末時点見込）

収支（現行計画期間：決算ベース）
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【参考１】会計運営計画の策定の対象とする特別会計 

新墓園事業費会計のほか、地方財政法の規定上、公営企業に分類される特別会計である、 

港湾整備事業費会計・市街地開発事業費会計・自動車駐車場事業費会計・中央卸売市場事業費会計・ 

中央と畜事業費会計・風力発電事業費会計で策定します。 

【参考２】使用形態等 

  ア メモリアルグリーン 

使用形態 区画数 使用期間 使用料 管理料 

芝生型納骨施設（永年） 5,250 区画 永年 900,000 円/永年 8,370 円/年 

芝生型納骨施設（30年） 2,250 区画 30 年間 450,000 円/30 年間 8,370 円/年 

合葬式樹木型納骨施設 3,000 体 永年 140,000 円/永年 62,850 円/永年 

合葬式慰霊碑型納骨施設 12,000 体 30 年間 60,000 円/30 年間 31,420 円/30 年間 

イ 日野こもれび納骨堂 

使用形態 区画数 使用期間 使用料 管理料 

自動搬送式納骨施設 6,500 基 30 年間 484,000 円/30 年間 9,900 円/年 

合葬式納骨施設 20,000 体 60 年間 74,800 円/60 年間 46,200 円/60 年間 

  ウ (仮称)舞岡墓園 

使用形態 区画数 

芝生型納骨施設 6,000 区画 

合葬式樹木型納骨施設 1,500 体 

合葬式樹林型納骨施設 1,500 体 

合葬式慰霊碑型納骨施設 10,000 体 

【参考３】新墓園事業費会計と横浜市墓地運営等基金の関係 

  

 

 

 

※ 市債の発行は 100 万円単位となっているため、事業費、利子、公債諸費の 100 万円未満の端数については、基金を取り崩して充当 

横浜市墓地運営等基金及び新墓園事業費会計の仕組み

【新墓園事業費会計】 【一般会計】

財
源

【横浜市墓地運営等基金】

使
途

使用者募集 使用料収入

合葬式納骨施設管理料
(一括徴収）

未使用区画
の再募集

久保山墓地

三ツ沢墓地
日野公園墓地

久保山墓地

三ツ沢墓地
日野公園墓地

大規模修繕 等

メモリアルグリーン
日野こもれび納骨堂
（仮称）舞岡墓園

※

使用料収入

整備費の償還費用を差し引い
た差額分を積立て

再募集にかかる費用を差し
引いた差額分を積立て

整備費

市債

メモリアルグリーン
日野こもれび納骨堂
（仮称）舞岡墓園

大規模修繕 等

指定管理費

管理料 管理料

管理費（委託費、工事費、運営費等）



：

：

： 令和 年 3 月

： 令和 ～ 令和 年度

※1 本計画は、総務省が公営企業に策定を求めいている「経営戦略」として位置づけます。

※2 本計画は、市政全般の基本計画である「横浜市中期4か年計画」と同様に4か年を計画期間とします。

*1 　横浜市墓地運営等基金：市営墓地の整備・運営に係る経費を将来にわたって確保するため、メモリアルグリーンの供用開始に伴い、平成18年度に設
置しました。使用者からの使用料（使用開始時に徴収）及び管理料（主に毎年徴収）が基金の財源となっており、施設の修繕費等に充てることとしていま
す。現在は新墓園事業の対象となる墓地のほか、一般会計の墳墓地を対象としています。

使 用 形 態 等

民 間 活 用 の 状 況
ア 民間委託
イ 指定管理者制度 導入している

ウ ＰＰＰ・ＰＦＩ

日野こもれび納骨堂（使用許可数）
・自動搬送式納骨施設437基
・合葬式納骨施設2,531体

日野こもれび納骨堂（使用許可数）
・自動搬送式納骨施設429基
・合葬式納骨施設2,293体

100%

経 費 回 収 率 *2
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

R2 100% R3 100% R4 100%

経 常 収 支 比 率
（ 又 は 収 益 的 収 支 比 率 ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

R2 100% R3 100% R4

（仮称）舞岡墓園
利用なし（整備中：造成工事）

（仮称）舞岡墓園
利用なし（整備中：造成工事）

（仮称）舞岡墓園
利用なし（整備中：造成工事）

職 員 数 5人

事 業 の 内 容
横浜市民の墓地需要に対応するため、従来の墳墓地とは異なる新たな形態の市営墓地（公園型墓園・納骨堂等）を
横浜市墓地運営等基金（以下、「基金」*1 ）も活用することで、独立採算の考え方に基づき、整備・運営します。

年間利用状況
※単位を明記すること
※過去３年度分を記載

令和2年度 令和3年度 令和4年度

メモリアルグリーン（管理実数）
・芝生型納骨施設7,500基
・合葬式樹木型納骨施設3,000体
・合葬式慰霊碑型納骨施設12,000体

メモリアルグリーン（管理実数）
・芝生型納骨施設7,500基
・合葬式樹木型納骨施設3,000体
・合葬式慰霊碑型納骨施設12,000体

メモリアルグリーン（管理実数）
・芝生型納骨施設7,500基
・合葬式樹木型納骨施設3,000体
・合葬式慰霊碑型納骨施設12,000体

日野こもれび納骨堂（使用許可数）
・自動搬送式納骨施設418基
・合葬式納骨施設2,640体

法 適 （ 全 部 適 用 ・ 一 部 適 用 ）
非 適 の 区 分

非適 事 業 開 始 年 度 平成15年度

１．事業概要

（１）事業形態等

横浜市新墓園事業費会計の会計運営計画（素案）

団 体 名 横浜市

事 業 名 横浜市新墓園事業費会計

事 業 の 種 類 市営墓地・納骨堂の整備・管理運営 施 設 名

・メモリアルグリーン（戸塚区）
・日野こもれび納骨堂（港南区）
・（仮称）舞岡墓園（戸塚区：令和8年度
完成予定）

策 定 日 6

計 画 期 間 6 年度 9

（２）使用形態等

*2 法適 主営業収益＋その他営業収益
営業費用＋営業外費用

  100 非適 料金収入＋その他営業収益
営業費用＋営業外費用＋地方債償還金

  100

使用形態 使用期間 使用料 管理料

芝生型納骨施設（永年） 5,250 区画 永年 900,000円/永年 8,370円/年

芝生型納骨施設（30年） 2,250 区画 30年間 450,000円/30年間 8,370円/年

合葬式樹木型納骨施設 3,000 体 永年 140,000円/永年 62,850円/永年

合葬式慰霊碑型納骨施設 12,000 体 30年間 60,000円/30年間 31,420円/30年間

イ 日野こもれび納骨堂

使用形態 使用期間 使用料 管理料

自動搬送式納骨施設 6,500 基 30年間 484,000円/30年間 9,900円/年

合葬式納骨施設 20,000 体 60年間 74,800円/60年間 46,200円/60年間

ウ (仮称)舞岡墓園

使用形態

芝生型納骨施設 6,000 区画

合葬式樹木型納骨施設 1,500 体

合葬式樹林型納骨施設 1,500 体

合葬式慰霊碑型納骨施設 10,000 体

ア メモリアルグリーン

区画数

区画数

区画数

01081373
テキストボックス
　別紙１

01081373
テキストボックス
　裏面あり



事 後 検 証 、 更 新 等 に 関 す る 事 項

・施設の管理運営については指定管理者に対する第三者評価や指定管理者の選定による評価を行いま
す。
・使用者募集については毎年の募集実績に基づき、次年度の募集数等の見直しを行います。
・計画の更新は、現状の課題等を踏まえ実施します。
・（仮称）深谷通信所跡地墓園については供用開始時期等が決まり次第、計画を修正する予定です。

メモリアルグリーン・日野こもれび納骨堂
計画期間における投資の予定はありません。

（仮称）舞岡墓園
　市債を整備費に充てており、令和８年度完成に向けて整備を進めています。供用開始後、適切な市債償還を行います。

メモリアルグリーン
使用料・管理料及び基金からの繰入れを主な歳入として指定管理費に充てていきます。

日野こもれび納骨堂
　使用料と管理料を主な歳入として指定管理費、委託費に充て、残余は基金へ積立てます。

（仮称）舞岡墓園
　市債を主な歳入として整備費に充てます。
　供用開始後は、使用料と管理料を主な歳入として指定管理費、委託費に充て、残余は基金へ積立てます。

基金を有効に活用することにより歳入歳出を均衡させ、健全に事業を運営していきます。

　指定管理者制度の導入により、民間のノウハウを活用した墓園内の植栽管理等における効率的な管理運営に努め、質の高いサービスの提供を実現し
ていきます。

　令和４年度に実施した横浜市墓地に関する市民アンケート調査や、将来人口推計により、令和４年から令和23年までの20年間で、公民合わせて約11万
区画の墓地整備が必要であると推計しています。

・市営墓地の整備・運営に係る経費を将来にわたって確保するため、引き続き基金を有効に活用しつつ、施設ごとに長期収支計画を作成して整備費、指定
管理費や修繕費などの維持管理費、長期的な大規模修繕費及び施設の解体費を含めた全ての事業費を使用料（使用開始時に徴収）と管理料（毎年徴収
*）により運営していきます。

・適切な使用料及び管理料の設定により、独立採算による運営を行っていきます。

・民間のノウハウを活用するなど、効率的な管理運営に努め、質の高いサービスを実現していきます。

* 合葬式納骨施設（メモリアルグリーン・日野こもれび納骨堂）は、使用開始時に管理料を一括徴収しています。

４．事後検証、更新等に関する事項

③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明

② 収支計画のうち財源についての説明

３．投資・財政計画（収支計画）

(１)投資・財政計画（収支計画） ： 別紙２のとおり

(２)投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

　引き続き指定管理者制度により運営していきます。

（３）施設を取り巻く環境等

２．経営の基本方針及び事業目標

② 投資以外の経費についての考え方・検討状況

① 収支計画のうち投資についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

① 今後の投資・財源についての考え方・検討状況

　基金を有効に活用することにより歳入歳出を均衡させ、健全に事業を運営していきます。



（単位：百万円）

年　度

区　分 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度

（ Ａ ） 1,757 1,737 2,925 1,306 1,323 1,361 1,356 613 632 613

878 852 1,681 1,263 1,280 1,297 1,313 569 569 570

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

844 851 1,208 0 0 0 0 0 0 0

35 34 36 43 43 64 43 44 63 43

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（ Ｂ ） 1,757 1,737 2,925 1,306 1,323 1,361 1,356 613 632 613

1 2 2 1 0 2 0 2 1 0

231 229 230 288 289 289 289 289 288 289

838 823 1,194 7 7 27 7 7 27 7

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

667 663 1,479 990 1,007 1,023 1,040 295 296 297

20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

（ C ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（ D ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（ F ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

前 年 度 か ら の 繰 越 金

前 年 度 繰 上 充 用 金

形 式 収 支 （A-B+C-D ＝ E ）

翌年度へ繰り越すべき財源

投資・財政計画（収支計画）

歳 入

料 金 収 入

国 県 支 出 金

市 債

会計運営計画　計画期間 推計期間

歳 出

そ の 他

一 般 会 計 繰 出 金

実 質 収 支 （E　-　F）

人 件 費

行 政 運 営 費

施 設 等 整 備 費

他 会 計 繰 出 金

公 債 費

そ の 他

01081373
テキストボックス
　別紙２



令和 2 年 5 月

令和 2 年度 令和 5 年度

１．事業目標に対する達成度

２．今後の方向性

３．投資・財政計画（収支計画）【決算ベース】 （百万円）

年　度

区　分

（ Ａ ） 1,181 1,079 1,246 29

629 628 585 28

0 0 0 0

511 446 650 0

41 5 11 1

0 0 0 0

（ Ｂ ） 1,098 1,163 1,246 32

1 1 1 0

210 215 222 28

428 526 645 4

0 0 0 0

460 420 378 0

0 0 0 0

（ C ） 0 83 0 0

（ D ） 0 0 0 0

83 0 0 △ 3

（ F ） 83 0 0 0

0 0 0 △ 3

前 年 度 繰 上 充 用 金

形 式 収 支 （A-B+C-D ＝ E ）

翌年度へ繰り越すべき財源

実 質 収 支 （E　-　F）

前 年 度 か ら の 繰 越 金

歳 入

料 金 収 入

国 県 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 会 計 繰 出 金

歳 出

行 政 運 営 費

施 設 等 整 備 費

他 会 計 繰 出 金

公 債 費

そ の 他

　市営墓地の整備・運営に係る経費を将来にわたって確保するため、基金を有効に活用しつつ、使用料（使用開始時に徴収）・管理料（毎年徴収*）を適
切に徴収したことにより、独立採算による運営が実現しました。また、指定管理者制度の導入により、民間のノウハウを活用した墓園内の植栽管理等に
おける効率的な管理運営及び銘板や供花の販売等の質の高いサービスの提供を実現しました。
　（仮称）舞岡墓園については現在整備中ですが、供用開始後はメモリアルグリーンや日野こもれび納骨堂と同様に使用料・管理料を適切に徴収し、引
き続き独立採算による運営を行っていきます。

* 合葬式納骨施設（メモリアルグリーン・日野こもれび納骨堂）は、使用開始時に管理料を一括徴収しています。

・市営墓地の整備・運営に係る経費を将来にわたって確保するため、引き続き基金を有効に活用しつつ、使用料（使用開始時に徴収）と管理料（毎年徴
収）により運営していきます。
・適切な料金設定（使用料及び管理料）により、独立採算による運営を行っていきます。
・指定管理者制度により民間のノウハウを活用するなど、効率的な管理運営に努め、質の高いサービスを実現していきます。

横浜市新墓園事業費会計　会計運営計画振り返り

団 体 名 ： 横浜市

事 業 名 ： 横浜市新墓園事業費会計

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

令和２年度 令和３年度 令和４年度
令和５年度

（第１四半期）

人 件 費

01081373
テキストボックス
　別紙３

01081373
テキストボックス
　裏面あり



４．投資・財政計画（収支計画）についての説明

　（１）収支計画のうち投資についての説明

　（２）収支計画のうち財源についての説明

　（３）収支計画のうち投資以外の経費についての説明

５．投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

　計画期間の最終年度は年度途中のため、第１四半期分のみ計上していることから赤字となっています。年度終了時には基金を活用することにより、歳
入歳出を均衡させます。
　今後も基金を有効に活用することにより歳入歳出を均衡させ、健全に事業を運営していきます。
　引き続き指定管理者制度により民間のノウハウを活用した運営を行っていきます。

　指定管理者制度の導入により、民間のノウハウを活用した墓園内の植栽管理等における効率的な管理運営に努め、銘板や供花の販売等の質の高い
サービスの提供を実現しました。

メモリアルグリーン
　　整備費の市債償還を終了しています。
日野こもれび納骨堂
　　令和４年度に市債の償還を終了しました。
（仮称）舞岡墓園
　　市債を整備費に充てており、令和８年度完成に向けて整備を進めています。

メモリアルグリーン
　　管理料と基金からの繰入れを主な歳入として指定管理費に充てました。
日野こもれび納骨堂
　　使用料と管理料を主な歳入として指定管理費、委託費に充て、残余は基金へ積立てました。使用促進のため、令和５年度には自動搬送式納骨施設
における墓じまい不要の新しい使用プランを導入しました。
（仮称）舞岡墓園
　　市債を主な歳入として整備費に充てました。

基金を有効に活用することにより歳入歳出を均衡させ、健全に事業を運営しました。
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